
9月中津市の住民有志が企画
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泉谷一しげるさんも出演快諾

中
津
市
三
光
田
口
の
八
両
山
野
外
音
楽
堂
で
9
月
1
9
日
、
歌
手
の
泉
谷
し
げ
る
さ
ん
を
招
い
た
「
八
両

山
音
楽
祭
」
　
（
西
日
本
新
聞
社
な
ど
後
援
）
が
開
か
れ
る
。
約
1
0
年
間
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
が
な
か
っ
た
音

楽
堂
を
再
活
用
し
て
地
域
に
活
気
を
取
り
戻
そ
う
と
、
住
民
有
志
が
企
画
し
た
。

㊤
野
外
音
楽
堂
の
ス
テ
ー
ジ
前

で
、
音
楽
祭
に
向
け
て
意
気
込

む
実
行
委
メ
ン
バ
ー

㊦
大
勢
の
観
客
が
詰
め
掛
け
た

2
0
0
0
年
の
「
岡
林
信
康
コ

ン
サ
ー
ト
」
　
（
実
行
委
提
供
）

中
津
市
街
地
を
見
下
ろ
す
八
両
山
中
腹
に
あ
る
野

外
音
楽
堂
は
⊥
9
9
8
年
に
旧
三
光
村
が
建
設
。
毎

年
1
0
月
の
「
八
両
山
高
原
フ
ェ
ア
」
の
前
夜
祭
で
は
、

歌
手
グ
ル
ー
プ
の
ダ
・
カ
ー
ポ
や
シ
ン
ガ
ー
・
ソ
ン

グ
ラ
イ
ヌ
ー
の
岡
林
信
康
さ
ん
を
ゲ
ス
ト
に
手
づ
く

り
の
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
き
、
芝
生
広
場
が
埋
ま
る
ほ

ど
の
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
て
い
た
。
だ
が
、
2
0
0
7

年
を
最
後
に
フ
ェ
ア
が
な
く
な
る
と
、
音
楽
堂
も
ほ

と
ん
ど
使
わ
れ
な
く
な
っ
て
い
た
。

音
楽
祭
を
企
画
し
た
の
は
、
か
つ
て
前
夜
祭
に
携

わ
っ
て
い
た
有
志
。
6
月
1
6
日
に
初
の
実
行
委
員
会

が
開
か
れ
た
。
中
津
市
の
中
心
商
店
街
で
ロ
ケ
が
行

わ
れ
た
ま
ち
お
こ
し
映
画
「
サ
ブ
イ
ボ
マ
ス
ク
」
で
実

際
に
商
店
街
が
盛
り
上
が
っ
て
い
る
様
子
を
見
て
、

「
過
疎
化
が
進
む
田
舎
に
も
活
気
を
取
り
戻
し
た
い
」

と
立
ち
上
が
っ
た
。
映
画
に
出
演
し
た
泉
谷
さ
ん
に

出
演
依
頼
し
た
と
こ
ろ
、
快
諾
さ
れ
た
と
い
う
。

音
楽
祭
に
は
泉
谷
さ
ん
の
ほ
か
、
地
元
の
ア
マ
チ

ュ
ア
バ
ン
ド
数
組
も
参
加
す
る
予
定
。
実
行
委
員
長

に
選
ば
れ
た
真
坂
郵
便
局
長
の
野
中
政
宏
さ
ん
（
3
4
）

は
「
力
を
合
わ
せ
て
音
楽
祭
を
成
功
さ
せ
、
中
津
の

シ
ン
ボ
ル
の
八
両
山
を
盛
り
上
げ
た
い
」
と
意
気
込

ん
で
い
る
。


